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エナガによるシジュウカラの巣への給餌例

松田道生

〒１７０東京都豊島区駒込1-3-4-502

エナガＡ‘g雌aI0SCα"‘α加sによるシジュウカラRz7Ws7"”γの巣への給餌例は．’'''－１媒'i署部

Iliにおいてﾉklll（1989）によりはじめて柵'iされた．その後，災11肌'|‘(:Ｗ５原において小聯

昨（1992）によりVTRに記録された．また．以Ｆ（1993）と弥iIf（1994）によって，２年統

けて山梨県i1IIII湖のIiijじホテルの救地Iﾉ1で行なわれた例が報ilfされ，ＶＴＲに記録されてい

る．箪省は，栃木県Ｈ光市において．４羽のエナガが給餌を行なっているのを観察したので

報告する．

エナガのシジュウカラの巣への給餌は．1996年６j-15,611に観察された．２｢Ｉ間の観察時

間は合｢汁311洲130分である．観察場所は、栃木県'1光I|了所野の潔降別>''２地で，標商約900ｍ、

周|川|の林ｲ;Ilは，カラマツＬ”なI”601IC力isが催Iliし，シラカバＢａ"Ｉαカノα”ｈｙＩａ，ツッジ瓶

RﾉzododC”ﾉ･0〃ｓｐ.などもある林のI|'に別》||;がﾉ､!､Ｗｌﾐしている．ルlil辺には，スギＣ'”ｵ0"zeγiα

”0"ｊｃａ林があり渓流がある．

観察したシジュウカラの巣は，別雅地Iﾉﾘの道路際にある鋤I§を支えるワイヤーをカバーし

ている黄色のビニールチューブの中にあった（図1)．1996年611511にエナガがこのチュー

ブ内に入るのを観察し，その後シジュウカラが入るのを観察した．そのため，ビニールチ

ューブの''１のヒナを確認したところ，巣|ﾉ､lには，頭の黒い巣立ち間近のシジュウカラのヒナ

5羽がみえ，これによりシジュウカラの巣であることを確認した．

シジュウカラの巣に食物を逆ぷエナガの1,'１１体数は腹数羽であり，入れかわり虻ちかわりや

ってきた．６１１５１１に'寵者が巣内を確認した際には，４羽のエナガが「ジュリリ，ジュリリ」
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Ｍ１・エナガのシジュウカラのヒナヘの給餌がみられた巣
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と111Jきながらすぐ近くまでやってきて際成した．また，籾'１もlIil様に４羽のエナガを一度に

観察することができたので，給餌に訪れるエナガのIlIIil休激は４羽と考えられた．

シジュウカラは雌雄が給餌に飛来し、雌の方が給餌にくることが多かった．また，近くで

シジュウカラのさえずりがさかんに聞かれた．

シジュウカラとエナガの給餌の頻度は．エナガの方がI1IIji休数が多いだけに多かったエナ

ガは，巣をのぞくだけのものもいたが，「1に虫をくわえてきて中に入るものもいた．エナガ

が入ったときにも，シジュウカラが巣に入ったときとliil様に，ヒナ特ｲiの食物をねだる声が

した．

多くの場合，エナガが一度に４羽で飛来し，順悉を侍って巣のlliへはいった．このような

ときは，入り1-1で２羽が並ぶこともあった（例2)．また，食物を持たずに巣の入り１１にしば

らくとまって,飛去するものもいた．エナガは，この４羽が１つの群れとして行動している

ことが多かった．

シジュウカラは，エナガが巣の近くに飛来したハ』度では追い払わなかった．しかし，巣の

入り１１に一締にとまったときには追い払った．エナガが巣のI|'に入っているときにシジュウ

カラが入って，すぐにエナガが飛び,''1てきたこともあった．またエナガはシジュウカラが

巣のI|'に入っている時は，シジュウカラがいなくなるのを巣の近くで待ってから巣の''１に入

った．このように、給餌はシジュウカラが優先していた．

シジュウカラの持ってくるものはチョウ'1の幼虫，ガの成虫など比較的大きなものが多か

った（IxI3)．エナガが持ってくるものは極不Iﾘlの茶色い小さなものが多かった．

1996年６１１１１１１の9:00から９:３０に11Ｉ度，IIil所に訪れたところ．あたりにはシジュウカラ

もエナガもおらず．巣をのぞくとシジュウカラのヒナ２羽の死体が腐敗し，ハエがたかって

いた．また，腐敗臭もかなりしていた．３羽は巣ｳ:ち，２羽が死亡したと考えられた．

なお，周辺を探したが巣立ちヒナも，エナガの群れも確認することはできなかった．また．

周辺ではシジュウカラのさえずりは聞かれなかった．

シジュウカラの巣へのエナガの給餌例の報門は，水1'|:を含め５例あるにすぎない．エナガ
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岡２．巣に飛来したエナガ



にヘルハーがあること，ヘルハーのＩｌＩＩ呪率が,１.iiいこと，糊IfIll盤以降に現れることなどがす

でに報ｉｌｉされている（111岸1986)．また，給餌を行なうヘルパーが複数羽参加した例は，繁

殖期末期が多いとのことである（I|'村篭流私'1；)．

シジュウカラへのエナガの給飢は，まだ５例に過ぎないが，ノヒ田（1989）と弥吉（1994）

は５jl，小聯ｊ'二（1992)，以予（1993）と本|'|:は６月である．本件を含め．どの報告例もエ

ナガの繁殖期の''１期から後期にあたる共迦点がある．また，給餌に訪れるエナガは．′kⅢ

(1989)．小瑞昨（1992）が２羽，以ｆ（1993）が３羽，弥吉（1994）は少なくとも２羽．本

件は４羽と他件に比べ多いが，いずれも複数羽である．これらのことから．エナガがシジュ

ウカラに給餌するのはエナガにヘルハー行動があることととなんらかの関係があり．それは

繁殖を失敗したIIJil体，あるいは終I'した個体の給餌衝動の代替行動と思われる．

また，エナガが給餌をすることにより．シジュウカラのヒナの生存率は商まるはずだが，

ﾉｌ２ｌＩＩ（1989）では７羽のヒナの内，２羽が死亡．以子(1993)は，１０羽の|ﾉ１２羽死亡．弥ｉＩｉ

(1994）は不Iﾘ１．本|'|:は．５羽の|ﾉﾘ２羽が死亡している．したがって，エナガがヘルハーにつ

いたことにより繁mIIi成功率がｋがるかどうかは|ﾘlらかではない．
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lxl3・災に飛来したシジュウカラ
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FeedingofGreatTitchicksbyLongtailedTits

MichioMatsuda

Komagomel､34502,Toshima-ku,Ｔ０町ｏ

lobservedfburLongtailedTitsA哩妨αﾉOSCα"”跡sbringingfbodtoaGreatTitlsRz〃ｓ

"”γnestinaresortcottageareaofTokorono,Nikko-city,TochigiP1℃fecture・Theobservations

weremadeon5,６，andllofJunel996､Thisisthefifthtimethatinterspecificfeedingbehavior

hasbeenobservedinJapan．

K2y抑0砥:Aegithaloscaudatus,加彪““倣陀e”19,Parusmajor
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